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古吉野小学校給食調理室
台風２３号で屋根が吹き飛ぶ
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▲強風でなぎ倒された山の木 （々石生）

▲倒木により道路が通行不能（美野） ▲強風でなぎ倒された山の木 （々河原） ▲倒木により民家一部損壊（石生）

▲強風で倒れた電柱（下町川） ▲強風で倒れた電柱（田井）

電池を入れて元通りにする

そのまま横にスライドさせる

スピーカーの真ん中あたりの
「ＯＰＥＮ」を押す

▲強風で倒壊した水上ゴルフ練習場（植月北）

無
線
放
送
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
課
公
聴
広
報
係

�
３８
―
３
１
１
１

電
池
交
換
の
し
か
た

単
２
電
池
を
４
本
用
意
し
て
く
だ
さ
い

ここを押す

緊急�
報告�
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▲トタン屋根が吹き飛んだ古吉野小学校給食調理室

▲屋根がめくれ上がり、一部が吹き飛んだ古吉野小学校体育館

今年は勝央町制施行５０周年

今
回
の
台
風
は
、
昭
和
９
年
以
来

と
言
わ
れ
る
猛
烈
な
広
戸
風
に
よ
る

被
害
が
多
く
発
生
し
、
屋
根
瓦
が
飛

び
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
倒
木
に
よ
り
家

屋
の
一
部
破
損
や
道
路
が
通
行
不
能

と
な
り
、
古
吉
野
小
学
校
で
は
給
食

調
理
室
の
ト
タ
ン
屋
根
が
吹
き
飛

び
、
体
育
館
の
屋
根
が
め
く
れ
上
が

り
、
一
部
が
吹
き
飛
び
、
家
屋
の
損

壊
（
一
部
損
壊
を
含
む
）
は
北
部
地

域
の
約
４
割
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
電
柱
の
転
倒
、
電
線
の
切

断
な
ど
に
よ
り
岡
山
県
北
部
の
広
範

囲
に
停
電
が
発
生
し
、
勝
央
町
で
も

２０
日
夕
方
か
ら
町
内
全
域
で
停
電

し
、
完
全
復
旧
は
２３
日
で
し
た
。
さ

ら
に
は
、
停
電
が
原
因
で
、
上
水
道

の
給
水
ポ
ン
プ
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
（
汚
水
を
低
い
と
こ
ろ

か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
汲
み
上
げ
る
ポ

ン
プ
）
も
影
響
を
受
け
、
長
期
間
の

停
電
に
加
え
、
水
道
水
の
節
水
、
下

水
道
の
使
用
自
粛
な
ど
日
常
生
活
に

も
多
大
の
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

防
災
無
線
は
災
害
時
に
お
け
る
町
か
ら
の
唯
一
の

お
知
ら
せ
手
段
で
す
。
停
電
の
場
合
で
も
乾
電
池
が

作
動
し
て
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
乾
電
池
は
作
動
し
て
い
な
く
て
も
消
耗

し
ま
す
。
電
池
だ
け
の
使
用
の
場
合
は
２
〜
３
日
で

消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
乾
電
池
交
換
時
期
を
表
す

『
赤
色
ラ
ン
プ
』
が
つ
い
た
ら
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
無
線
受
信
機
の

赤
色
ラ
ン
プ
が

つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

台
風
２３
号
の
ツ
メ
跡

超
大
型
で
強
い
台
風
２３
号
は
、
１０
月
２０
日
午
後
１
時
頃
、
高
知
県
に
上
陸

し
、
本
州
を
縦
断
す
る
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
全
国
的
に
多
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

勝
央
町
で
は
、
２０
日
夕
方
に
最
も
接
近
し
、
北
部
地
域
に
お
い
て
は
猛
烈

な
広
戸
風
が
発
生
し
、
屋
根
瓦
が
飛
び
、
倒
木
に
よ
る
家
屋
の
一
部
損
壊
や

道
路
の
通
行
不
能
、
古
吉
野
小
学
校
の
給
食
調
理
室
と
体
育
館
が
損
壊
、
長

期
間
の
停
電
や
上
下
水
道
に
も
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

電
源

常
に
「
入
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
音
が
す
る
場
合
は
一
度
「
切
」
に

し
て
再
び
「
入
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ＡＣ電源（緑色ランプ）
電気がきているとつきます。
乾電池（赤色ランプ）
これが点滅したら乾電池を交換してください。
録音（黄色ランプ）
緊急放送時等に点滅します。ランプを消したいときは、「再生」
を押すか、電源を一度「切」にして再び「入」にしてください。

ここを押して横にスライド
して電池交換をします



金
時
も
町
制
施
行
５０
周
年
を
祝
う

第
２３
回
金
時
祭

◎
第
２８
回
金
太
郎
賞

《
平
素
か
ら
体
力
づ
く
り
に
励
み
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
に
町
が
贈
る
賞
》

忠
政
則
宏
（
柔
道
）

谷
本
悠
樹
（
剣
道
）

植
月
小
也
香
（
な
ぎ
な
た
）

明
井
優
希
（
少
林
寺
拳
法
）

古
山
敏
也
（
空
手
道
）

下
山
容
広
（
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
）

長
船
博
典
（
植
月
サ
ッ
カ
ー
）

水
嶋
大
輝
（
吉
野
・
古
吉
野
サ
ッ
カ

ー
）

仲
本
明
日
香
（
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
）

今
年
の
金
時
祭
は
、
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
１０
月
９
日
の
記
念
式
典
終
了
後
か
ら
開
催
予
定
だ
っ

た
「
第
２３
回
金
時
祭
前
日
祭
」
は
、
台
風
に
よ
る
悪
天
候
の
た
め
、

和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
「
鼓
響
祭
」
の
み
開
催
し
ま
し
た
。
翌
日
の

当
日
祭
は
、
勝
央
文
化
施
設
周
辺
を
会
場
に
テ
ン
ト
村
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
等
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
、
約
１
万
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
姉
妹
町
の
静
岡
県
小
山
町
か
ら
は
長
田
町
長
を
は

じ
め
６
人
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
時
祭
式
典
で
「
金
太
郎
賞
」
と
「
勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◎
第
２２
回
勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た

人
や
団
体
ま
た
、
国
際
的
・
全
国
的

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や

団
体
に
体
育
協
会
が
贈
る
賞
》

功
労
賞

山
下
開
三

優
秀
選
手
賞

植
月
孝
子

石
川
直
美
（
第
４５
回
全
日
本
都
道
府

県
対
抗
な
ぎ
な
た
大
会
３
位
）

安
田
邦
子
（
第
５９
回
国
体
サ
ッ
カ
ー

競
技
成
年
女
子
の
部
３
位
）

優
良
団
体
賞

リ
タ
ー
ン
ズ
（
成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
）

特
別
賞

山
下
み
ど
り
（
全
国
高
校
総
体
な
ぎ

な
た
競
技
３
位
）

勝
央
中
学
校
剣
道
部
女
子
（
第
２０
回

中
国
中
学
校
剣
道
選
手
権
大
会
優

勝
）

勝
央
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

１２
回
全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会

団
体
準
優
勝
）

東
　
香
里
（
第
５９
回
国
体
ゴ
ル
フ
競

技
少
年
女
子
団
体
準
優
勝
）

▲勝央文化ホールのこけらを落とした「鼓響祭」

河内家菊水丸jiroh-maru（ジローマル）

▲総勢５００人が元気にパレード
�「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」テ
ン
ト
村
も
大
賑
わ
い

�
金
時
歌
謡
シ
ョ
ー
は
超
満
員

�
金
太
郎
賞
受
賞
者

�
勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

▲俵運びで力自慢
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金沢　明
子

勝
央
町
５０
歳
の
誕
生
日

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典

植
月
和
男
（
元
町
長
）

山
本
順
平
（
元
議
員
）

井
上

毅

（
元
議
員
）

植
月
輝
一
郎
（
元
議
員
）

國
政

薫

（
元
議
員
）

宮
野
雅
行
（
元
消
防
団
員
）

橋
本
勝
之
（
元
消
防
団
員
）

福
島
宏
毅
（
消
防
団
員
）

大
谷
凖
作
（
元
消
防
団
員
・
元
区

長
）

小
林

登

（
安
全
協
会
代
議
員
）

水
野
恭
子
（
文
化
の
育
成
向
上
）

故
・
國
政
晴
富（
元
人
権
擁
護
委
員
）

石
原
敬
一
（
選
挙
管
理
委
員
）

中
国
ハ
イ
ウ
ェ
イ
観
光（
株
）

代
表
取
締
役
　
大
土
井

正

（
寄
付
）

ヨ
ー
ガ
教
室
　
代
表
　
淺
田
あ
け
み

（
寄
付
）

安
東
時
子
（
寄
付
）

出
雲
井
和
夫
（
寄
付
）

鳥
家

格

（
寄
付
）

（
有
）清
水
博
之
建
築
事
務
所

代
表
取
締
役
　
清
水
博
之

（
設
計
業
者
）

（
株
）都
市
環
境
設
計

代
表
取
締
役
社
長
　
神
田
貢
作

（
設
計
業
者
）

前
田
建
設
工
業（
株
）中
国
支
店
長

武
田

豊

（
施
工
業
者
）

勝
央
町
誕
生
か
ら
５０
年
目
を
迎
え
、
記
念
式
典
を
１０
月
９
日
に
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

の
開
館
も
兼
ね
て
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
参
議
院
議
員
の
片
山
虎
之
助
議
員
や

江
田
五
月
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
勝
央
町
に

功
労
・
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
に
表
彰
状
と
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

功
労
表
彰

植
月

求

（
な
ぎ
な
た
少
年
団
）

植
月
正
行
（
剣
道
少
年
団
）

下
山
晴
久
（
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
）

西
野
修
平
（
空
手
道
少
年
団
）

田
淵
常
由
（
空
手
道
少
年
団
）

福
島
寛
治
（
空
手
道
少
年
団
）

福
井

久

（
空
手
道
少
年
団
）

竹
内
琢
磨
（
少
林
寺
拳
法
少
年
団
）

福
島

忠
（
勝
間
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

少
年
団
）

善
行
表
彰

丸
尾
光
一
（
寄
付
）

淺
田
静
香
（
寄
付
）

鳥
家
五
月
子
（
寄
付
）

感

謝

状

前
原
秀
規
（
元
議
員
）

植
月
綾
夫
（
元
議
員
）

岡
本
良
市
（
議
員
）

日
笠
善
勝
（
議
員
）

和
田
忠
治
（
元
消
防
団
員
）

大
谷
禎
彦
（
元
消
防
団
員
）

上
原

肇

（
元
消
防
団
員
）

橋
本

弘

（
元
消
防
団
員
）

小
阪
田
正
行
（
消
防
団
員
）

三
島

強

（
安
全
協
会
代
議
員
）

板
坂

稔

（
安
全
協
会
代
議
員
）

光
石
春
美
（
安
全
協
会
代
議
員
）

村
克
巳
（
安
全
協
会
代
議
員
）

淺
田
保
彦
（
安
全
協
会
代
議
員
）

福
井
淳
雄
（
元
農
業
委
員
）

青
井
五
月
治
（
元
農
業
委
員
）

治
郎
丸

勲

（
農
業
委
員
）

山
下
祥
一
（
学
校
医
）

平
井
龍
三
（
学
校
医
）

小
林
裕
幸
（
学
校
医
）

福
山
勝
久
（
学
校
医
）

飯
田
公
典
（
学
校
医
）

井
口
雅
世
（
学
校
医
）

有
國
昭
彦
（
体
育
指
導
員
）

小
林

勲

（
体
育
指
導
員
）

盛
上
直
樹
（
体
育
指
導
員
）

中
田
淳
太
郎
（
体
育
指
導
員
）

石
川
寛
次
（
体
育
指
導
員
）

下
山
満
里
子
（
体
育
指
導
員
）

板
倉
信
夫
（
交
通
災
害
共
済
審
査
委

員
）

末
田

裕

（
交
通
災
害
共
済
審
査
委

員
）

檜
尾
任
志
（
交
通
災
害
共
済
審
査
委

員
）

盛
上
明
美
（
愛
育
委
員
）

岸
元
尚
美
（
愛
育
委
員
）

一
般
表
彰

▲式辞を述べる西田孝町長

�
万
歳
三
唱
で
祝
う
出
席
者

高
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あ
い
さ
つ
を
す
る
と
気
持
ち
が
良
い
し
、
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

（
６
年
生
　
黒
川
和
嵩
く
ん
）

い
つ
に
も
増
し
て
親
子
で
「
お
は
よ
う
」
を
言
い
合
っ
て
い
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
４
・
６
年
生
保
護
者
　
黒
川
美
紀
さ
ん
）

４
年
生
　
神
田
佳
祐
く
ん
　
保
護
者
　
里
美
さ
ん

５
年
生
　
渡
辺

崇

く
ん
　
保
護
者
　
洋
さ
ん

２年生　高橋一六くん

６年生　水田琴子さん

４
年
生
　
藤
本
則
之
く
ん

２年生　永禮智博くん

吉
野
小
学
校

〜
あ
い
さ
つ
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
〜

み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
す
れ
ば
あ
さ
か
ら
き
も
ち
い
い
も
ん
ね

（
２
年
生
　
影
山
潤
弥
く
ん
）

あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
こ
こ
ろ
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ
　
　
　
（
３
年
生
　
山
下

茜

さ
ん
）

す
て
て
ま
せ
ん
か
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
あ
な
た
の
マ
ナ
ー

（
６
年
生
　
水
嶋
大
輝
く
ん
）

古
吉
野
小
学
校

〜
あ
い
さ
つ
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
〜

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
心
が
ぽ
か
ぽ
か
す
る
よ
　
　
（
２
年
生
　
藤
田
達
郎
く
ん
）

ぼ
く
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
き
こ
え
た
か
な
　
　
　
　
（
３
年
生
　
森
本
将
真
く
ん
）

あ
い
さ
つ
で
つ
な
げ
て
い
こ
う
信
頼
関
係
　
　
　
　
（
５
年
生
　
藤
原
由
佳
さ
ん
）
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植
月
・
吉
野
・
古
吉
野
小
学
校
で
は
、
今
年
度
も
夏

休
み
中
の
児
童
に
環
境
問
題
に
関
す
る
も
の
や
、
あ
い

さ
つ
推
進
の
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
ま

た
、
勝
間
田
小
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
あ
い
さ
つ

運
動
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
ま
ず
は
親
子
で
気
持
ち
の

良
い
あ
い
さ
つ
を
、
と
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
勝
央
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
作

品
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
よ
う
と
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

青
少
年
が
関
係
す
る
事
件
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
ど

う
し
て
？
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
？
と
考
え
ま
す
。
子
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

植
月
小
学
校

〜
あ
い
さ
つ
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
〜

も
た
ち
は
今
、
何
を
考
え
、
何
を
感
じ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
…
。

親
子
で
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
一
緒
に

標
語
を
考
え
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
感
想
を
言
い
合

っ
た
り
し
て
、
こ
の
あ
い
さ
つ
推
進
運
動
が
家
族
や
地

域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

家
族
、友
だ
ち
同
士
、隣
近
所
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
を

交
わ
せ
る
こ
と
を
第
１
歩
に
し
て
自
分
の
考
え
や
思
い

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
他
人
の
気
持
ち
や
立
場

を
理
解
で
き
る
心
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

元
気
な
あ
い
さ
つ
元
気
の
も
と

（
２
年
生
　
国
政
志
帆
さ
ん

保
護
者
　
隆
子
さ
ん
）

「
お
は
よ
う
」
とゆ

う
気
を
だ
し
て
い
っ
て
み
よ
う

（
３
年
生
　
国
政

葵

さ
ん

保
護
者
　
文
子
さ
ん
）

あ
い
さ
つ
は
ド
キ
ド
キ
す
る
け
ど
き
も
ち
い
い

（
１
年
生
　
和
田
千
尋
さ
ん
） 勝

央
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会

あ
い
さ
つ
推
進
運
動

勝
間
田
小
学
校〜

あ
い
さ
つ
運
動
カ
ー
ド
と
感
想
〜

自
分
か
ら
先
に
「
お
は
よ
う
」
を
言
っ
て
気
持
ち
良
か
っ
た
で

す
。
マ
ル
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
１
年
生
　
岸
本
祥
吾
く
ん
）

お
母
さ
ん
と
あ
い
さ
つ
の
競
争
を
し
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
４
年
生
　
神
原
仁
美
さ
ん
）

�
親
子
で
チ
ェ
ッ
ク
！
あ
い
さ
つ
運
動
カ
ー
ド
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９
月
３
日
、
４
日
、
勝
英
交
通
安
全
協
会
勝
央
支
部
主
催
の

交
通
安
全
法
令
講
習
会
が
勝
央
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
映
画
「
交
通
死
、
癒
さ
れ
ぬ
悲
し
み
」
の
上
映
、

同
三
島
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
勝
英
警
察
署
　
有
元
交

通
課
長
か
ら
「
１１
月
１
日
か
ら
運
転
中
に
携
帯
電
話
を
使
用
す

る
と
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
に
も
運
転

中
の
携
帯
電
話
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
道
路
交
通
法
の
改
正
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

約
１
５
０
人
の
受
講
者
は
、「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故

を
防
止
し
よ
う
」
と
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

１１
月
１
日
か
ら
は
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
は

即
道
路
交
通
法
違
反

交
通
安
全
法
令
講
習
会

１０
月
１
日
、
高
校
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
体
験
が
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
勝
間
田
高
校
普
通
科
１
年
生
３９
人
が
赤
ち
ゃ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
じ
て
育
児
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
催
し
の
た
め
に
、
３
カ
月
か
ら
１
歳
６
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
２０

人
と
母
親
が
参
加
。
生
徒
た
ち
は
抱
き
方
な
ど
を
母
親
か
ら
教
え
て
も
ら

い
、
オ
ム
ツ
交
換
や
服
の
着
替
え
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

妊
娠
中
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
子
育
て
で
大
変
な
こ
と
な
ど
を
熱
心
に
質

問
し
て
い
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
を
身
近
で
見
る
の
は
初
め
て
と
い
う
宇
山
義
久
く
ん
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
母
親
の
偉
大
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
将
来
に
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
育
て
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た

高
校
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
体
験

�説明される有元交通課長

朗
読
の
世
界
に
酔
い
し
れ
る
参
加
者
▼

輪
投
げ
、う
ま
く
入
っ
た
よ
▼

▼着替えに挑戦

の
場
面
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

参
加
し
た
田
渕
美
恵
子
さ
ん

は
、
「
朗
読
を
聞
き
な
が
ら
自
分

で
場
面
を
想
像
す
る
の
が
す
ご
く

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１６
日
、
勝
央
美
術
文
学
館

特
別
展
示
室
で
朗
読
会（
全
３
回
）

の
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
２４
人
の

参
加
者
は
朗
読
の
世
界
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

県
北
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て

い
る
「
劇
団
プ
ロ
リ
バ
」
が
朗
読

を
担
当
。
今
回
は
、
芥
川
龍
之
介

の
「
ア
グ
ニ
の
神
」
「
白
」
の
２

作
品
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
展
示
室
の
薄
暗
い
照
明
。

と
き
お
り
流
れ
て
く
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。

目
を
閉
じ
る
と
、
そ
こ
に
は
物
語

朗読の世界へようこそ
勝央美術文学館朗読会

て
い
く
ト
ー
マ
ス
レ
ー
ス
等
で
親
子

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
お
や
つ
コ

ー
ナ
ー
も
人
気
で
、
自
宅
で
も
つ
く

れ
る
よ
う
に
と
レ
シ
ピ
が
配
ら
れ
ま

し
た
。

１０
月
１３
日
、
第
４
回
し
ょ
う
お
う

ち
び
っ
こ
ま
つ
り
を
勝
央
町
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
３
０
０

人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
を
見
守
り

育
て
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
開

催
し
て
い
る
こ
の
ま
つ
り
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
母
子
ク
ラ
ブ
、
栄
養
委

員
、
愛
育
委
員
等
と
共
同
で
開
催
さ

れ
、
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
、
ワ

ニ
た
た
き
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
ゲ

ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
手

遊
び
や
、
は
い
は
い
レ
ー
ス
、
箱
に

乗
せ
た
子
ど
も
を
お
母
さ
ん
が
押
し

３００人の親子が交流
第４回しょうおうちびっこまつり
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秋
の
交
通
安
全
功
労
者
と
優
良
自
動
車
運

転
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（【

】
内
は
表
彰
式
の
日
・
場
所
、敬
称
略
）

岡
山
県
警
察
本
部
長
・
岡
山
県
交
通
安
全
協

会
会
長
連
名
表
彰【
９
月
２４
日
勝
英
警
察
署
】

◇
優
良
自
動
車
運
転
者

（
５
年
以
上
通
勤
）

明
井
章
悟

全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰
【
９
月
２２

日
メ
ル
パ
ル
ク
岡
山
】

◇
交
通
安
全
功
労
者

板
坂

稔

優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を
表
彰

秋
の
交
通
安
全
功
労
者
・

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

１０
月
２
日
、
岡
山
市
民
会
館
に
お

い
て
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
・

輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
勝
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
佐
桑
常
太
郎
会
長
　
会
員
数
１，
４

２
８
人
）
が
県
民
運
動
実
践
団
体
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
５
月
に
行

わ
れ
た
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
お

い
て
、
会
場
内
外
を
飾
る
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
の
苗
を
１
千
個
の
プ
ラ
ン
タ

ー
に
定
植
し
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
な
ど
、
来
年
の
国
体
成
功
に

向
け
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
・

輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」

県
民
運
動実
践
団
体
表
彰
を
受
賞

勝
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

１０
月
８
日
、
岡
山
市
で
岡
山
県
体
育
協
会
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
竹
内
司
さ
ん
（
勝
間
田
）
が
岡
山

県
体
育
協
会
優
良
団
体
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
さ
ん
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
第
５２
回
全
日

本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
に
岡
山
県
チ
ー

ム
の
副
将
と
し
て
出
場
さ
れ
、
４７
年
ぶ
り
の
優
勝

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

４７年ぶりの優勝に貢献
岡山県体育協会優良団体賞を受賞
竹内 司 さん（勝間田）

下
山
　
中
さ
ん
（
岡
）
、
山
本

正
法
さ
ん
（
福
吉
）
か
ら
勝
央
文

化
ホ
ー
ル
へ
絵
画
と
書
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

下
山
さ
ん
は
、
「
勝
央
文
化
ホ

ー
ル
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
か

ら
、
何
か
力
に
な
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
い
ま
し
た
」
と
絵
画
５

点
を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
が
勝

央
町
公
民
館
に
掛
軸
を
寄
贈
さ
れ

て
い
て
、
「
跡
を
継
い
で
何
か
し

な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま

し
た
」
と
書
き
お
ろ
さ
れ
た
書
を

寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

下
山
　
中
さ
ん

絵
画

「
ベ
ニ
ス
運
河
」（
１
０
０
Ｆ
）

「
雪
の
那
岐
」（
５０
Ｆ
）

「
那
岐
の
夜
明
け
」（
１
３
０
Ｆ
）

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
女
」（
５０
Ｆ
）

「
椅
子
に
か
け
る
女
」（
５０
Ｆ
）

山
本
正
法
さ
ん

書「
忘
憂
能
養
寿
」（
半
切
）

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
へ
絵
画
・
書
を
寄
贈

下
山

中

さ
ん（

岡
　
）

山
本
　
正
法
さ
ん（
福
　
吉
）

▲山本正法さん

▲受賞された
勝央町老人クラブ連合会

（佐桑常太郎会長）

▲下山　中さん

�
竹
内
　
司
さ
ん
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と�

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

と�と�

第�

号�

40

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
イ
ン
ク
　
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
①

ぼ
く
見
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
！
」

（
エ
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン

文

マ
ル
タ
ン
・
マ
ッ
ジ
ェ

絵

角
田
光
代

訳

／
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ
）

父
さ
ん
の
本
屋
の
店
番
を
し
て
い

た
ぼ
く
。
あ
る
日
、
紙
み
た
い
に
真

っ
白
な
顔
で
、
ぼ
う
ぼ
う
ま
ゆ
毛
の
不
気
味
な
客
が
来
た
。
男
は
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
ス
ト
ロ
ー
を
取
り
出
し
、
本
に
さ
し
こ
む
と
、
ち
ゅ
る
ち
ゅ
る
と
吸
い

始
め
た
。
小
さ
く
叫
ん
だ
ぼ
く
に
気
づ
い
て
逃
げ
た
男
の
後
に
は
、
文
字
の

消
え
た
真
っ
白
な
本
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ぼ
く
は
男
を
追
っ
て
秘
密
を
探
り

に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
ど
ん
な
秘
密
が
あ
る
の
か
楽
し
み
な
が
ら
読
め
る
、

ど
き
ど
き
す
る
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
１１
月
６
日（
土
）、
２４
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
花
月
夜
綺
譚
―
怪
談
集
―
」（

岩
井
志
麻
子

他

著
／
ホ
ー
ム
社
）

・
「
介
護
入
門
」（
モ
ブ
・
ノ
リ
オ

著
／
文
藝
春
秋
）

・
「
債
権
奪
還
」（
高
任
和
夫

著
／
講
談
社
）

・
「
お
お
き
な
お
お
き
な
ね
こ
」（
せ
な
け
い
こ

著
／
金
の
星
社
）

・
「
花
の
魔
法
、
白
の
ド
ラ
ゴ
ン
」

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

著
／
徳
間
書
店
）

・
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥
の
騎
士
団
　
上
・
下
」

（
Ｊ．
Ｋ．
ロ
ー
リ
ン
グ

著
／
静
山
社
）

※
１１
月
８
日（
月
）か
ら
１５
日（
月
）は
特
別
館
内
整
理
期
間
と
な
り
ま

す
の
で
休
館
し
ま
す
。
本
・
雑
誌
の
返
却
は
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
で

き
ま
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

昨日、私は県庁の友だちと一緒にコーヒーを
飲みました。りょうた君はこんなうわさがある
と言いました。岡山県は経済的に困っているの
で、２００５年の８月に英語に関する罰金制度が始
まるらしいというものです。

日本での英語誤用にいろいろな罰金を払う
という提案です。１つの大きな標的は服に書い
てある英語です。だが、その高い罰金を会社、
店、消費者の誰が払うのか、まだはっきり決ま
っていないらしいです。音楽産業にも、作曲家、
出版社、ファンに対して同じ疑問
があります。

このことは若者、特に中高生
に対してどんな影響があるか、興
味深いところです。筆箱だけでも、
罰金が出る可能性が非常に高いのです。しかし、
誰の責任でしょうか。親ですか、本人ですか。
生徒たちは何歳から払う義務があるのでしょう
か。

「どう思う」とりょうた君が言いました。
「さぁ、間違いは多いよ」と私は言いました。
「罰金がないと今の状態が変わらないかもね。
でも、全部のおかしいところを同じに考えてい
いかな。不快な英語や奇妙な英語やでたらめな
英語が同じですか」と私が聞くと、「なるほど、

THERE IS SOMETHING IN THE WIND（何かが風の中に揺れています）

微妙なところがあるね」とりょうた君が答えま
した。

この罰金制度は実現するでしょうか。フラ
ンス語、ドイツ語などについてはどうなるでし
ょうか。最後にりょうた君が店を出るとき、
「サイモン、英語の罰金警察官を県庁が募集す
るかもしれない。申し込んでみたら」と言いま
した。「そうね、いいかも。学校では英語を使
うことのいいところや悪いところの区別は難し
い。考えてみます！」と私は答えました。

駅の方へ歩き出すと、さっそ
く３０代の男性のＴシャツに、「 I
AM LIVE HAPPY SMILE」とあ
るのが目に入りました。次に喫茶
店 の 看 板 を 見 る と 、 店 名 が

「KINDER GARDEN」でした。すると、とな
り の 衣 料 品 店 か ら 音 楽 が 流 れ て い て 、
Johnny's Jnrの曲のような気がしました。で
たらめな英語の歌詞がすぐ出てしまいました。
先の２カ所と同じように意味不明なことでし
た。ほら、この仕事がピッタリかもしれない！
この３つで少なくとも１０，０００円でしょう。これ
で岡山は、突然の好景気になるかも。これで私
のボーナスも決まり。

お肉屋さんで

これは正しいですか？
FRESH MEET

開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《元気君祭り》（一部有料）
日　時 １１月６日（土）～７日（日）
内　容　園内ショップの前には出店が

出現するよ。また、神社で「元
気君絵馬」の願掛けをしよう！
その他、楽しいイベントがい
っぱい！ぜひ、遊びにきてね。

《秋の山野草展》（一部有料）
日　時 １１月１３日（土）～１４日（日）
内　容　ファーマーズハウス

山野草展示会
花時計前
即売会（１０：００～１５：００）

《プロ・リバと遊ぼ！》（無料）
日　時 １１月１４日（日）
内　容　楽しくておもしろい紙芝居を

見にきてね。（２回／日）
《シクラメン祭り》（有料）
日　時 １１月２０日（土）～２８日（日）
内　容　毎年恒例のシクラメンのイベ

ントを開催。多種多様なシク
ラメンを用意しています。自
分好みの花がきっと見つかる
よ。

１１月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

（
１１
月
７
日（
日
）ま
で
）

・
勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

勝
央
美
術
文
学
館
開
館
記
念
特
別
展

「
郷
土
の
美
術
・
文
学
展
」

「
山
陽
新
聞
と
写
真
で
見
る
わ
が
郷
土
・
勝
央
」

（
１１
月
１６
日（
火
）か
ら
２８
日（
日
）ま
で
）

・
「
実
夢
心
展
」

（
１１
月
１６
日（
火
）か
ら
１２
月
１９
日（
日
）ま
で
）

・
第
１１
回
「
勝
央
の
四
季
展
」

（
１２
月
１
日（
水
）か
ら
１９
日（
日
）ま
で
）

・
「
発
掘
速
報
展
Ⅰ
」

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

木
村
毅
は
明
治
２７
年
、
現
在
の
勝
田
郡

勝
央
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
勝
南
高
等
小

学
校
在
学
時
か
ら
「
少
年
世
界
」
へ
の
投

稿
を
始
め
、
わ
が
国
の
文
学
少
年
の
間
で

は
名
声
が
高
く
、
「
文
章
世
界
」
に
も
多

く
の
文
芸
作
品
が
入
賞
す
る
な
ど
常
に
全

国
投
書
家
番
付
け
の
雄
で
あ
り
ま
し
た
。

大
正
６
年
、
早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業

後
、
隆
文
社
、
春
秋
社
な
ど
で
勤
務
し
、

ト
ル
ス
ト
イ
全
集
の
翻
訳
刊
行
に
当
た
り

ま
し
た
。
処
女
作
「
兎
と
妓
生
と
」
以
降
、

「
小
説
研
究
十
六
講
」
「
島
原
美
少
年
録
」

等
、
次
々
に
発
刊
し
、
昭
和
３６
年
に
は

「
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
・
ナ
イ
ト
・
コ
マ
ン

ダ
ア
（
騎
士
司
令
章
）
」
を
受
章
し
ま
し
た
。
昭
和
５２
年
に
木
村
毅
の
文
功

を
称
え
る
文
学
碑
を
勝
央
町
公
民
館
前
に
建
立
し
ま
し
た
。
こ
の
文
学
碑
に

刻
ま
れ
た
詩
は
３
通
り
あ
り
、
展
示
の
原
文
と
、
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
で

配
ら
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
と
、
文
学
碑
と
で
は
少
し
違
う
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
昭
和
５４
年
逝
去
、
享
年
８６
歳
。
昭
和
５５
年
、
勝
央

町
名
誉
町
民
に
追
頌
さ
れ
ま
し
た
。

（「
郷
土
の
美
術
・
文
学
展
」
か
ら
）

紅
葉
の
秋
も
深
ま
り
、
ノ
ー
ス
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
内
の
木
々
も
色
づ
い
て
い

ま
す
。
散
策
に
は
良
い
季
節
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

「
第
１
回
元
気
君
祭
り
」
開
催
。

園
内
シ
ョ
ッ
プ
の
前
に
は
出
店
が
出

現
。
ま
た
、
元
気
君
神
社
で
は
「
元

気
君
絵
馬
」
で
願
掛
け
を
し
よ
う
。

そ
の
他
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

だ
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
シ
ク
ラ
メ
ン
祭
り
」
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
冬
の
鑑
賞
花
に
代
表

さ
れ
る
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
を
特
別
価

格
で
販
売
し
ま
す
。

多
種
多
様
な
品
種
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
に
入
り
の
１
品
が

見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
と
ご
一
緒
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

文学碑の原文となった木村　毅直筆の詩

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

11月21日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-245-1304　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット
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憂
う
つ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
ら
、
う

つ
病
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。憂

う
つ
は
い
い
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
周
囲
が
気
を
つ
か
っ
て
く
れ
た

り
、
気
分
転
換
を
す
る
と
よ
く
な
り

ま
す
。
普
通
の
憂
う
つ
は
人
と
話
を

し
た
く
な
り
ま
す
が
、
う
つ
病
は
人

に
会
い
た
く
な
い
し
、
気
分
転
換
も

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

憂
う
つ
は
時
間
と
と
も
に
よ
く
な

り
ま
す
が
、
う
つ
病
は
放
っ
て
い
て

も
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

憂
う
つ
と
う
つ
病
は

ど
う
違
う
の
？

う
つ
病
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
…

最
初
は
「
眠
れ
な
い
」
「
食
欲
が

な
い
」
な
ど
体
の
不
調
を
訴
え
る
場

合
が
多
く
、
内
科
へ
か
か
り
、
ど
こ

も
悪
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
。
最
終
的
に
精
神
科

へ
か
か
り
、
う
つ
病
が
見
つ
か
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

き
っ
か
け
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

身
近
な
人
の
死
、
過
労
、
異
動
に

限
ら
ず
、
引
っ
越
し
、
出
産
、
昇
進
、

結
婚
な
ど
め
で
た
い
こ
と
で
も
う
つ

病
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

周
囲
が
気
づ
く

う
つ
病
の
サ
イ
ン

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

見
つ
け
た
り
、
誰
か
に
話
し
た
り
、

相
談
し
た
り
、
病
気
に
な
り
そ
う
だ

っ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
ゆ
っ
く
り
休

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
問
題
に
ぶ

つ
か
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

や
思
考
パ
タ
ー
ン
を
も
つ
こ
と
が
大

切
！

（
例
）
「
も
う
ダ
メ
だ
」
「
ち
ょ
っ
と

し
た
失
敗
で
、
す
べ
て
ダ
メ
だ
！

自
分
は
ダ
メ
人
間
だ
！
」
と
マ
イ

ナ
ス
思
考
は
危
険
な
サ
イ
ン
。

「
ま
あ
こ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
の

か
…
」
な
ど
開
き
直
っ
て
考
え
る

こ
と
が
と
き
に
は
必
要
で
す
。

う
つ
病
に

な
ら
な
い
た
め
に
は

■
ゆ
っ
く
り
休
め
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と

無
理
に
外
出
・
運
動
・
気
分
転
換

を
す
す
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。（『
元

気
が
な
い
し
、
気
晴
ら
し
に
ど
こ
か

遊
び
に
行
こ
う
』
な
ど
と
す
す
め
て

は
ダ
メ
！
）

■
家
族
が
焦
ら
な
い
。
本
人
を
焦
ら

さ
せ
な
い
。
怠
け
て
い
る
の
で
は

な
い
こ
と
を
理
解
す
る
。

■
本
人
を
励
ま
さ
な
い
。
批
判
し
な

い
。「
頑
張
れ
」
は
厳
禁
で
す
。

■
う
つ
病
に
は
薬
が
よ
く
効
き
ま
す
。

本
人
が
そ
の
気
に
な
っ
た
時
点
で

治
療
や
休
養
を
す
す
め
て
く
だ
さ

い
。
服
薬
は
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ

う
。
「
治
っ
た
」
と
思
っ
て
服
薬
を

自
己
判
断
で
や
め
る
の
は
厳
禁
で

す
。
回
復
後
の
６
カ
月
間
は
注
意
が

必
要
。
（
と
く
に
回
復
期
は
自
殺
に

要
注
意
！
）

★
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課
　
　
　

�
３８
―
７
１
０
２

周
囲
は
ど
う

対
応
し
た
ら
い
い
の
？

心
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
②

心
の
カ
ゼ「
う
つ
病
」

心
の
カ
ゼ
「
う
つ
病
」
は
誰
で
も
な
り
う
る
身
近
な
病
気
で
あ
り
、
早
く

気
づ
い
て
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。（
広
報
紙
９
月
号
参
照
）

第
２
弾
は
、
早
く
気
づ
く
コ
ツ
、
う
つ
病
に
な
ら
な
い
コ
ツ
、
周
囲
の
対

応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

台
風
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ん
へ

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

■
固
定
資
産
税
の
減
免

災
害
に
よ
り
建
物
が
全
壊
さ
れ
た
人
、
ま
た
著
し
い
損

害
の
た
め
取
り
壊
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
印
か
ん
を
ご
持
参
の
上
、

勝
央
町
役
場
税
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

１１
月
１５
日（
月
）

■
所
得
税
、
住
民
税
の
雑
損
控
除

災
害
に
よ
り
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
（
居
宅
な
ど
）

の
損
失
が
あ
っ
た
と
き
、
所
得
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。（
農
業
用
倉
庫
、
山
林
な
ど
は
除
き
ま
す
）

手
続
き
は
、
平
成
１７
年
確
定
申
告
（
平
成
１６
年
分
）
で

行
い
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

・
被
災
証
明
（
勝
央
町
役
場
総
務
課
が
発
行
し
ま
す
）

・
修
理
費
な
ど
の
領
収
書
及
び
請
求
書

・
被
害
状
況
の
写
真

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
課

�
３８
―
３
１
１
４

被
災
証
明
に
つ
い
て
は

勝
央
町
役
場
総
務
課

�
３８
―
３
１
１
１
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（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１３
回
駐
屯
地
司
令
杯
少
年
少
女

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
／
４
奈
義

町
自
衛
隊
日
本
原
駐
屯
地
）

準
優
勝
　
植
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
◇
第
２１
回
高
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
招

待
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
／
５
津

山
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

準
優
勝
　
植
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
第
３
位
　
吉
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
◇
第
３
回
ヒ
ラ
キ
ン
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
瀬
戸
内
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

（
１０
／
３
御
津
町
御
津
小
学
校
）

第
３
位
　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
勝
央
ハ
ッ

ピ
ー
ガ
ー
ル
ズ

※
植
月
、
吉
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
の
連
合
チ
ー
ム

往信の表面� 返信の裏面�

入
場
整
理
券
を�

印
刷
し
ま
す
の
で
、�

何
も
書
か
な
い
で�

く
だ
さ
い�

往 信�

返 信�

郵 便 往 復 は が き�

７� ４�３�１�６�０�９�

返信の表面� 往信の裏面�
郵 便 往 復 は が き�

応
募
さ
れ
る
人
の�

住
所
、氏
名
を�

ご
記
入
く
だ
さ
い�

勝
央
町
勝
間
田
２
０
１�

勝
央
町
役
場
総
務
課�

　「
ふ
る
さ
と
自
慢�

　
　
　
　
う
た
自
慢
」係�

観覧希望�

①住所　　�
②氏名　　�
③電話番号�

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
・
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
落
成
記
念

■
日
　
時

１２
月
１７
日（
金
）

開
場
１７
時
　
開
演
１７
時
４０
分

■
会
　
場

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

■
出
　
演

司
　
会
　
比
留
木
剛
史

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

ゲ
ス
ト
　
高
山
厳
、坂
本
冬
美
、

地
元
出
演
者
男
女
各

４
人

■
応
募
方
法
（
入
場
無
料
）

・
往
復
ハ
ガ
キ
で
左
記
の
要
領
で

応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

１２
月
２
日（
木
）必
着

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
課

�
３８
―
３
１
１
１

岡
山
放
送
局

�
０
８
６
―２

２
７
―
１
７
１
４

放
送
予
定
日
は
次
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ラジオ番組

公開録音

観
覧
者
募
集

●
日
時：

１２
月
１７
日（
金
）
開
演
１７
時
４０
分
　
●
場
所：

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

今年は勝央町制施行５０周年

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
と
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
落
成
を
記
念
し
て
「
ふ
る

さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
観
覧
を
ご
希
望
の
人
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
広
報
紙
１０
月
号
１０
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
知
識

家庭で一番身近な消火機器は消火器です。住宅

火災のうち、消火器を使って初期消火を試みたケ

ースは全体の４分の１しかありません。そのうち

約７０％は消火に成功しています。いざというとき

のために消火器を備えておけば大切な財産と命を

守ることにつながります。

使い方はかんたん1、2、3

▲岡（小中）地区消火訓練のようす

11月9日（火）～15日（月）は

秋の全国火災予防運動
統一標語「火消した？いつも心にきいてみて」
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下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

汚
水
を
流
す
と
き
の
お
願
い

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
流
れ
て
く
る

汚
水
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
に

さ
れ
、
放
流
さ
れ
ま
す
。
汚
水
を
き

れ
い
に
す
る
に
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

働
き
も
重
要
で
す
が
、
最
も
肝
心
な

の
は
皆
さ
ん
の
環
境
保
全
に
対
す
る

意
識
で
す
。
皆
さ
ん
の
使
い
方
に
よ

っ
て
は
水
質
、
設
備
機
器
な
ど
に
重

大
な
支
障
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
以
下
の
点
に
ご
留
意
い
た
だ

き
な
が
ら
下
水
道
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
な
ど
設
備
機

器
に
支
障
を
与
え
る
流
入
物

町
内
の
下
水
道
に
は
低
い
と
こ
ろ

か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
で
汚
水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
施

設
が
３６
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
最
近
そ

の
ポ
ン
プ
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
流

入
し
、
故
障
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

①
揚
げ
物
な
ど
で
使
っ
た
あ
と
の
油

②
野
菜
く
ず

③
紙
オ
ム
ツ
や
生
理
用
品

④
衣
類
や
タ
オ
ル

■
汚
水
を
流
す
と
き
の
注
意
事
項

①
調
理
後
の
油
は
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
油
の
つ
い
た
皿
な

ど
を
洗
う
と
き
は
、
は
じ
め
に
紙

で
拭
く
な
ど
し
て
、
な
る
べ
く
油

が
流
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
流
し
の
ゴ
ミ
受
け
に
溜
ま
っ
た
野

菜
く
ず
な
ど
は
燃
え
る
ゴ
ミ
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

③
風
呂
の
排
水
口
に
髪
の
毛
を
受
け

る
か
ご
な
ど
を
設
置
し
、
髪
の
毛

な
ど
な
る
べ
く
流
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

④
紙
オ
ム
ツ
、
生
理
用
品
、
衣
類
、

タ
オ
ル
な
ど
は
絶
対
に
流
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ポ
ン
プ

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
下
水
道
課

�
３８
―
３
１
１
７

下
水
処
理
場

�
３８
―
５
５
１
９

不
妊
治
療
費
の
助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

歯みがき指導と
フッ素塗布のお知らせ

岡
山
県
で
は
、
不
妊
症
の
た
め
、
子
ど
も
が
ほ
し
く

て
も
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ご
夫
婦
に
対
し
て
、
不
妊

治
療
の
う
ち
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
治
療
費
が
高

額
で
あ
る
「
体
外
受
精
」
及
び
「
顕
微
授
精
」
に
つ
い

て
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
不
妊
治
療
支
援

事
業
を
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
人

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
。

○
戸
籍
上
の
夫
婦
で
、
岡
山
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関

で
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
の
い
ず
れ
か
の
治
療

を
受
け
ら
れ
た
人
。

○
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
、
ま
た
は
両
方
が
助

成
費
の
請
求
日
現
在
、
岡
山
県
内
に
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
人
。

○
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

申
請
に
つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）
の
合
計
額
が
６

勝英歯科医師会と岡山県歯科医師会、岡山

県歯科衛生士会では歯みがき指導とフッ素塗

布を行います。

�日　時
１１月２８日（日）

①１０時～、②１０時３０分～

③１１時～、④１１時３０分～

※予約制です。

�場　所
勝央町総合保健福祉センター

�募集人員
５０組（定員になり次第、締め切ります）

�対象者
３歳児から就学前の幼児と保護者

�内　容
歯科医師と歯科衛生士による歯みがき指導

とフッ素塗布。

「だ液中の虫歯菌数の検査」と「顕微鏡で

歯垢の中の細菌検査」の結果、虫歯になる危

険度の高い幼児には個別に歯の治療相談と歯

みがき指導もあります。

�持参物
歯ブラシ、コップ、タオル

�参加費
無料

�申込・問い合わせ先
勝央町役場環境保健課

�３８－７１０２

５
０
万
円
未
満
で
あ
る
人
。
（
所
得
の
計
算
は
児
童

手
当
法
施
行
令
を
準
用
し
ま
す
）

■
助
成
内
容

１
年
度
あ
た
り
１０
万
円
を
限
度
に
、
他
の
自
治
体
で

助
成
さ
れ
た
も
の
を
通
じ
て
２
カ
年
度
助
成
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

勝
英
地
域
保
健
所
に
、
治
療
の
支
払
い
が
終
了
し
た

日
の
属
す
る
年
度
内
に
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
保
健
福
祉
部
健
康
対
策
課
　
母
子
・
歯
科
保

健
班�

０
８
６
―
２
２
６
―
７
３
２
９

勝
英
地
域
保
健
所

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

▲マンホールポンプに詰まっていたタオル
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お知らせのページ�

■町民ソフトバレーボール大会
�日　時　
１１月１４日（日）

８時３０分～

�会　場　
勝央中学校体育館

�種　目　
ミックスの部、ファミリーの部

�申込締切　
１１月１０日（水）

■第33回勝央町１周駅伝大会
�日　時
１１月２１日（日）

１０時スタート

�コース　
ＪＡ勝英高取支店をスタートし町

内を１周し、勝央町役場へゴールす

る全長２１㎞

�種　目　
小学生、中学生、高校生、一般の

男女別８クラス

�申込締切　
１１月１２日（金）

■申込・問い合わせ先
勝央町公民館

�３８－２５８０

出場チーム募集

講
座�

岡
山
県
動
物
愛
護
財
団
、
岡
山
県

で
は
、
犬
の
正
し
い
し
つ
け
や
日
常

管
理
に
つ
い
て
等
を
学
び
、
人
と
動

物
が
共
存
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
犬
の
し
つ
け
方
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
時

１１
月
２７
日（
土
）

９
時
〜
１１
時
３０
分

▼
場
　
所

岡
山
県
勝
英
地
方
振
興
局
（
美
作

町
入
田
２
９
１
―
１
）

▼
定
　
員

講
義
　
５０
人

実
技
　
２０
人

（
講
義
の
み
で
も
受
講
可
能
）

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
期
限

１１
月
１９
日（
金
）

▼
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
飼

い
犬
の
登
録
番
号
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
番
号
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
３
―
８
２
７
８
　
岡
山
市

古
京
町
１
―
１
―
１７

岡
山
県
動
物

愛
護
財
団
事
務
局

�
０
８
６
―
２
７
２
―
３
９
２
４

犬
の
し
つ
け
方

講
習
会

お
知
ら
せ�

外
国
人
は
、
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
」
（
以
下
「
入
管
法
」
）

で
定
め
ら
れ
た
在
留
期
間
と
在
留
資

格
の
範
囲
内
で
活
動
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

就
労
資
格
の
な
い
外
国
人
、
不
法

滞
在
の
外
国
人
を
雇
っ
た
事
業
主
は

入
管
法
に
よ
り
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
課

せ
ら
れ
ま
す
。

外
国
人
を
雇
う
際
に
は
、
在
留
資

格
や
在
留
期
間
を
外
国
人
登
録
証
明

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
英
警
察
署

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
１
１
０

勝
間
田
交
番

�
３８
―
２
６
６
６

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

▲植月小学校 ▲勝間田小学校

今年は勝央町制施行５０周年

１２
月
５
日（
日
）

町
内
を
美
し
く
保
つ
た
め
、

昭
和
６３
年
７
月
か
ら
、
年
２
回

町
内
一
斉
環
境
美
化
の
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
内
一
斉

環
境
美
化
の
日

１２
月
５
日（
日
）

９
時
〜
１６
時

☆
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
収
集

８
はち

０
まる

２
にい

０
まる

達成者募集
勝央町では、８０歳以上の人で自分の歯が２０

本以上あり、元気に生活されている人を募集
し、表彰しています。
自薦、他薦は問いません。ふるってご応募
ください。
�応募締切　　　　�応募・問い合わせ先
１１月１５日（月） 勝央町役場環境保健課

�３８－７１０２
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役場へのメール

総 務 課
soumu@town.shoo.okayama.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.okayama.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.okayama.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.okayama.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.okayama.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.okayama.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.okayama.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.okayama.jp

環境保健課
kankyouhoken@town.shoo.

okayama.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.okayama.jp

社会教育課
syakaikyouiku@town.shoo.

okayama.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.okayama.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.okayama.jp

募
集�

平
成
１７
年
１
月
号
広
報
紙
に
掲
載

す
る
新
春
文
芸
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

▼
兼
題

短
歌
の
部
「
雑
詠
」

俳
句
の
部
「
雑
詠
」

川
柳
の
部
「
は
ば
た
く
」

▼
応
募
方
法

各
部
門
１
人
２
首
以
内
で
、
ハ
ガ

キ
大
の
用
紙
に
、
作
品
と
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
２
部
門
以
上
出

さ
れ
る
場
合
は
、
用
紙
を
変
え
て
く

だ
さ
い
。
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

勝
央
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

▼
提
出
期
限

１１
月
１５
日（
月
）必
着

▼
提
出
先

〒
７
０
９
―
４
３
１
６
　
勝
央
町

勝
間
田
２
０
１

勝
央
町
役
場
総
務

課
�
３８
―
３
１
１
１

平
成
１７
年
新
春
文
芸

作
品
募
集

……�

申
請�

農
振
農
用
地
区
域
（
土
地
改
良
事

業
施
工
地
な
ど
農
業
の
振
興
を
図
る

区
域
）
に
住
宅
等
を
建
設
す
る
場
合

は
、農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
、

農
地
転
用
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
６

月
と
１２
月
の
年
２
回
、
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

１２
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
住
宅

等
の
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
人

は
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

１２
月
１
日（
水
）〜
２７
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
課

�
３８
―
３
１
１
２

農
地
転
用
を
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

今年は勝央町制施行５０周年

お知らせのページ�

平成１７年

成人式
�日　時　１月３日（月）

受付：９時３０分～

開式：１０時～

�会　場　勝央文化ホール（予定）

�対　象　昭和５９年４月２日から昭和６０年４月１日生まれの人

また勝央町出身者で、町外に在住している人も出席

していただけますので、１１月末までに勝央町教育委

員会へご連絡ください。

対象者には、１２月上旬に招待状をお届けします。

詳しくは、勝央町教育委員会へおたずねください。

�問い合わせ先

勝央町教育委員会社会教育課　�３８－１７５３

▲昨年の成人者

小学校運動会フォト（９／２６）

▲吉野小学校 ▲古吉野小学校
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◇勝間田　丸山　種子（亡夫　百々三）
勝央町サッカー少年団、勝間田サッカー少
年団にも

◇勝間田　岸元　昌士（亡父　正雄）

◇小矢田　浅田　賢治（亡父　明）
南光荘にも

◇　岡　　原田　五六（亡父　昭）

◇　平　　湯汲　保之（亡母　佐惠子）

◇植月中　福田　　基（亡父　秀男）

◇植月中　影山　和義（亡父　信善）
植月中老人クラブにも

◇田　井　河本三枝子（亡夫　敏正）
勝央町身体障害者福祉協会、田井老人クラ
ブにも

◇河　原　森本　敏之（亡母　かね子）

◇石　生　水杉　友行（亡母　　代）

◇為　本　古川　克己（亡母　　子）
高取老人クラブにも

人の動き 平成１６年１０月１日現在

人　口　１１，５７６人（前月比　－３）

男　５，５７７人　　女　５，９９９人

世帯数　３，８５６世帯（前月比　±０）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

■町社会福祉協議会へ

���
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���
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���
���
���
���
���
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���
���
���

勝

央

短

歌

会

十

月

例

会

詠

草

抄�

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
肉
じ
ゃ
が
好
き
」
と
言
ふ
児
ら
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
馬
鈴
薯
を

剥
く

青
井
千
賀
江

酷
し
か
り
し
夏
の
終
り
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
襲
ふ
台
風
に
怯
え
は
去
ら
ず

石
川
　
　
都

職
退
き
て
四
年
の
夫
は
こ
し
ひ
か
り
一
等
米
め
ざ
す
専
業
農
夫

板
倉
　
淑
子

あ
き
あ
か
ね
染
ま
り
て
稲
田
を
翔
び
そ
め
ぬ
暑
さ
も
暫
し
ぞ
耐
え
て
ゆ
く
べ
し

板
坂
多
美
子

台か

風ぜ

去
り
て
蒼
極
ま
れ
る
空
の
下
唐
突
に
従
妹
の
訃
報
届
き
ぬ

植
月
　
澄
子

年
ど
し
に
老
い
ゆ
く
吾
を
悲
し
め
ど
遺
影
の
夫
は
若
く
ほ
ほ
え
む

植
月
　
郁
子

単
衣
の
絣
着
て
若
芽
売
り
に
来
し
老
婆
母
に
似
た
れ
ば
二
袋
買
ふ

大
土
井
菊
子

た
め
ら
へ
る
わ
れ
を
尻
目
に
幼
子
の
甲
虫
つ
か
む
動
き
素
早
し

岸
本
　
睦
美

離
れ
住
む
子
の
着
古
せ
し
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
纏
ふ
案
山
子
が
稲
田
に
か
し
ぐ

河
本
　
啓
子

見
舞
ふ
た
び
に
子
は
薬
と
ぞ
笑
ひ
た
る
母
逝
き
て
三
度
の
彼
岸
花
咲
く竹

久
　
郁
子

少
し
づ
つ
台
風
の
強
さ
増
し
て
ゐ
て
子
の
待
つ
母
は
ま
だ
帰
り
来
ず

竹
久
　
英
子

さ
ま
ざ
ま
の
生
活
の
貌
に
幼
日
の
笑
ひ
が
蘇
る
敬
老
の
会

浜
田
　
君
子

台
風
に
葉
を
も
が
れ
た
る
柿
の
木
に
残
る
わ
ず
か
な
実
が
太
り
ゆ
く

浜
田
と
よ
子

ふ
と
触
れ
し
タ
イ
ル
の
冷
え
に
白
菜
を
蒔
か
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
を
悟
り
ぬ

桧
尾
ふ
さ
子

子
と
行
き
し
千
葉
の
蕎
麦
屋
の
「
上
州
」
の
味
も
そ
の
名
も
い
ま
に
忘
れ
ず

福
島
　
文
子

北
海
道
の
旅
よ
り
嫁
の
帰
り
き
て
先
づ
言
ふ
は
そ
の
空
気
澄
む
こ
と

福
田
　
治
子

台
風
に
薙
ぎ
倒
さ
れ
し
稲
の
田
を
見
舞
ふ
ご
と
く
に
鷺
の
来
て
舞
ふ

水
島
さ
だ
み

台
風
に
剥
が
れ
し
牛
舎
の
ト
タ
ン
板
朝
よ
り
人
手
を
入
れ
て
繕
ふ

光
石
　
和
子

営
農
に
情
熱
を
か
け
田
を
購
ひ
し
子
な
れ
ど
病
に
倒
れ
臥
し
た
り

山
下
　
芳
子

山
の
畑
に
五
人
の
幼
し
た
が
へ
て
ト
マ
ト
胡
瓜
の
丸
齧
り
す
る

浜
田
み
や
子

老齢や退職を支給事由とする年金
は、雑所得として所得税の課税対象と
されています。（障害年金・遺族年金
は課税されません）
対象者となる受給者の人には、毎年

１１月中旬に社会保険業務センターか
ら扶養親族等申告書のハガキが送付さ
れますので、１２月１日の提出期限まで
に必ず提出してください。
この申告により、平成１７年に受けられる年金にかか

る所得税の源泉徴収税額が決まります。もし、提出を
忘れると、各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収
税額が多くなる場合がありますので、ご注意ください。
なお、年金以外に所得がある人は、確定申告が必要

です。
詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）
へお問い合わせください。

年金受給者の皆様へ
『扶養親族等申告書は
期限までに提出しましょう！』

国
民
年
金

だ
よ
り

今年は勝央町制施行５０周年

▲植月保育園▲勝間田保育園 ▲高取保育園

静靜

繋繁

� 2004.11月号�し�う�う�お�ょ�し�う�う�お�ょ�
広
報� 1188今年は勝央町制施行５０周年

保育園運動会フォト（１０／２）

▲植月保育園 ▲古吉野保育園 ▲吉野保育園

１０
月
号
広
報
紙
と
一
緒
に
お
配
り
し

た
町
勢
要
覧
Ｐ
４０
の
歴
代
収
入
役
　
野

上
一
男
さ
ん
の
就
任
年
月
日
「
昭
和
５８

年
１０
月
２８
日
」
は
「
昭
和
５４
年
１０
月
２６

日
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

岡山県最低賃金

時間額６４１円
（平成１６年１０月１日発行）

訂
正
と
お
詫
び

第
３５
回
勝
央
町
文
化
祭
の
時
間
変
更
と

第
６
回
植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
文
化
祭

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

■
第
３５
回
勝
央
町
文
化
祭

時
間
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

１１
月
６
日（
土
）

開
会
式
典
　
９
時
〜

芸
能
部
門
　
９
時
３０
分
〜
１６
時

展
示
部
門
　
９
時
〜
１７
時

お

茶

席
　
９
時
３０
分
〜
１５
時
頃

ふ
れ
あ
い
テ
ン
ト
　
９
時
３０
分
〜
１５
時
頃

※
芸
能
部
門
、
お
茶
席
、
ふ
れ
あ
い
テ
ン
ト
は
終
了
時
間
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

■
第
６
回
植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
文
化
祭

日
程
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
日
　
程

１１
月
２８
日（
日
）

９
時
〜
１６
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
担
当
　
佐
古
）

�
３８
―
５
９
９
１

■出　演

勝央金時太鼓（勝央町）

かよう浪漫太鼓（吉備中央町）

清麻呂太鼓（和気町）

柵原太鼓（柵原町）

倉敷天領太鼓（倉敷市）

二宮龍神太鼓（津山市）

水島灘源平太鼓（倉敷市）

早川太鼓（久世町）

足守八洲太鼓（岡山市）

備中温羅太鼓（総社市）

津山鶴丸太鼓（津山市）

■日　時　

１１月２８日（日）

開場１２時３０分

開演１３時

■会　場

勝央文化ホール

■チケット

全席自由　１，０００円

■チケット問い合わせ先

勝央美術文学館

�３８ー０２７０
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

や
学
年
を
超
え
た
生
徒
の
絆

を
つ
く
っ
て
く
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
閉
会
式
で
校
歌

が
流
れ
る
中
、
全
力
を
尽
く

し
た
生
徒
た
ち
の
達
成
感
に

満
ち
た
顔
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。そ
こ
に
い
た
誰
も
が「
一

生
懸
命
に
や
る
こ
と
」の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ

の
想
い
は
、
来
る
１１
月
２３
日

の
「
清
風
祭
文
化
の
部
・
ふ

れ
あ
い
祭
」を
、さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
ご
期
待
の
上
、
ご

来
校
く
だ
さ
い
。
生
徒
職
員

一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

り
の
秋「
い
も
掘
り
」

古
吉
野
小
学
校

実

コ

▼
今
月
の
表
紙
は
、
１０
月
２０
日
、
台
風
２３

号
に
よ
る
猛
烈
な
広
戸
風
に
よ
り
屋
根
が

吹
き
飛
ん
だ
古
吉
野
小
学
校
給
食
調
理
室

で
す
。（
１０
月
２１
日
早
朝
撮
影
）

▼
台
風
２３
号
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
、
も
の
す
ご
い
台
風
で
し
た
。
そ

の
す
ご
さ
は
風
で
す
。
台
風
本
体
の
強
風

に
加
え
て
猛
烈
な
広
戸
風
に
よ
り
、
山
の

木
々
が
な
ぎ
倒
さ
れ
、
風
景
そ
の
も
の
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
の
強
風
に
見
舞
わ

れ
た
の
は
昭
和
９
年
以
来
、
７０
年
ぶ
り
だ

そ
う
で
す
。
あ
の
し
っ
か
り
補
強
し
て
あ

る
電
柱
が
倒
れ
る
と
い
う
こ
と
す
ら
想
像

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
は
、
停
電
に
よ
る
被
害
。
完
全

復
旧
す
る
ま
で
に
４
日
間
を
要
し
ま
し

た
。
こ
れ
ほ
ど
長
い
停
電
は
私
も
記
憶
に

あ
り
ま
せ
ん
。
４
日
間
も
停
電
の
中
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
本
当

に
不
便
な
思
い
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今
の
生
活
は
、
電
気
な
し
で
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
照
明
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
電
気
炊

飯
器
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
生
活
に
必
要
な
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
電
気
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
電
気
が
あ
る
か
ら
便
利
に
生
活
が
で

き
、
電
気
が
な
け
れ
ば
本
当
に
何
も
で
き

な
い
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

▼
左
の
写
真
は
酔
芙
蓉
で
す
。
気
温
の
変

化
に
よ
り
、
朝
は
白
、
昼
過
ぎ
に
は
薄
い

ピ
ン
ク
、
夕
方
に
は
ピ
ン
ク
に
な
り
、
１

日
で
萎
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
（
撮
影
地：

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
花
時
計
の
東
側
）

あ
と
が
き

コ
ロ
オ
ド
ッ
タ
！
清
風
祭

勝
間
田
高
校

一生懸命にやることのすばらしさを感じました

家庭の日
毎日が楽しい家庭であること

は、みんなの願いです。しかし、
いつも忙しく仕事に追われ、家庭
での心のふれあいが薄れがちで
す。
そのため、岡山県青少年育成県

民会議では、明るく楽しい家庭づ
くりをする日として、毎月第３日
曜日を「家庭の日」としています。
◆家族みんなが温かく心のふれあ
う機会を持ち、いつになっても
忘れない、なつかしい「家庭の
味」「心のふるさと」をつくる
日、それが「家庭の日」です。
◆家庭は子どもにとって人格形成
の行われる最初の場所です。家
庭のあり方を今一度見直し、１
日でも多く家族みんなが顔を合
わせる日をつくりたいもので
す。

（教育委員会）

マ

いも掘りのようす

い
っ
し
ょ
に
掘
り
ま
し
た
。

い
も
は
見
え
た
け
ど
掘
れ
な

か
っ
た
の
で
、
先
生
に
た
の

ん
だ
ら
掘
れ
ま
し
た
。
６
年

生
が
１
輪
車
で
掘
っ
た
い
も

を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
軽

い
の
は
、
自
分
で
運
び
ま
し

た
。
え
ら
か
っ
た
で
す
。

４
年
生
　
　
清
水
　
涼

最
初
に
草
を
引
っ
張
る

と
、
小
さ
な
い
も
が
と
れ
ま

し
た
。
そ
の
ま
わ
り
を
掘
っ

て
み
る
と
、
ア
ザ
ラ
シ
み
た

い
な
い
も
が
掘
れ
ま
し
た
。

今
度
は
、
太
く
て
長
い
い
も

が
出
て
き
ま
し
た
。
と
て
も

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

古
吉
野
小
学
校
で
は
、
農

園
で
さ
つ
ま
い
も
と
落
花
生

を
裁
培
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
１０
月
７
日
に
行
っ
た
い
も

掘
り
を
し
た
よ
う
す
を
紹
介

し
ま
す
。

１
年
生
　
加
原
こ
こ
ろ

き
ょ
う
は
い
も
掘
り
で
し

た
。
あ
け
み
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
掘
り
ま
し
た
。
ス
コ
ッ

プ
と
手
で
掘
り
ま
し
た
。
で

っ
か
い
お
い
も
が
出
て
き
ま

し
た
。
手
ぶ
く
ろ
も
ま
っ
く

ろ
に
な
り
ま
し
た
。
お
い
も

が
た
く
さ
ん
掘
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

２
年
生
　
藤
田
達
郎

ゆ
う
や
く
ん
が
来
た
の
で

１０
月
５
日
、
勝
間
田

高
校
の
清
風
祭
体
育
の

部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
候
は
あ
い
に
く
の
曇

り
空
、
午
後
に
は
小
雨

も
降
り
ま
し
た
が
、
清

風
祭
統
一
テ
ー
マ
「
コ

コ
ロ
オ
ド
ル
」を
掲
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
製

作
し
た
シ
ン
ボ
ル
の
下

で
力
走
・
奮
闘
す
る
生

徒
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
３
年
生
は

最
後
の
体
育
祭
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
応
援
に

も
ク
ラ
ス
ウ
ェ
ア
を
つ
く
る

な
ど
、
「
祭
」
の
雰
囲
気
を

演
出
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
だ
準
備
や
練
習
は
、
科



当�
当�
番�
医�
医�

�
�
�

�
�
�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�

当�
当�
番�
医�
医�

�
�
�

�
�
�

　　長尾医院（9：00～17：00）�
　　（38－6565）�

�

第35回勝央町文化祭�
（9：00～　公民館）�

【Ｐ18、10月号Ｐ20参照】�

町民ソフトバレーボール大会（8：30～　勝央中学校体育館）�
第8回古吉野地区作品展（10：00～16：00�
古吉野コミュニティセンター）【10月号Ｐ20参照】�

第8回高取地区作品展（10：00～15：00�
高取多目的研修集会所）【10月号Ｐ20参照】�

陶芸入門講座⑦（10：00～　公民館）�

第33回勝央町1周駅伝大会（10：00スタート）�
第4回吉野コミュニティセンター作品展�
（9：00～17：00　吉野コミュニティセンター）【10月号Ｐ20参照】�

□自ファーマーズ朝市＆フリーマーケット�
（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）【Ｐ11参照】�

第11回たいこ・タイコ・太鼓コンサート�
（13：00開演　勝央文化ホール）【Ｐ18参照】�

第6回植月コミュニティセンターミニ文化祭�
（9：00～16：00　植月コミュニティセンター）【Ｐ18、10月号Ｐ20参照】�

勝央町消防団放水訓練（8：30集合　第4分団（勝間田）消防センター）�
歯みがき指導とフッ素塗布（10：00～12：00　総合保健福祉センター）【Ｐ15参照】�

�

立冬�

�

家庭の日�

�

月（MON）�

�

図書館特別館内整理日�
（～15日）【Ｐ10参照】�

第11回勝央の四季展表彰式�
（14：00～　勝央美術文学館）�

◯詳麻しん（受付13：30～14：00�
小林医院）�

�

�

��

�

�

�

�

�

小雪�

�

火（TUE）�

�

�

◯詳風しん（受付15：30～16：00�
大村医院）�

愛育委員研修会�

第11回勝央の四季展�
（～12/19　勝央美術文学館）【Ｐ11参照】�
2人展「実夢心展」�
（～11/28　勝央美術文学館）【Ｐ11参照】�

◯詳麻しん・風しん�
（受付14：00～14：30　さとう記念病院）�
精神障害者家族ゼミナール�
（13：30～15：30地域生活支援センター　虹）�

�

◯詳ポリオ（13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

�

秋の全国火災予防運動【Ｐ14参照】　119番の日�

�

勤労感謝の日�

�

水（WED）�

◯詳麻しん（受付16：00～16：30�
大村医院）�

こころの健康づくり県民講座②�
（13：30～15：30　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�
�

□自おはなしたいむ�
（11：00～11：30　勝央図書館）�

【Ｐ10参照】�

◯詳風しん（受付12：30～13：00�
小坂田医院）�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

�

文化の日�

交通安全の日　米の日�

�

�

�

木（THU）�

�

�

◯詳3歳児健診（受付12：45～13：15�
総合保健福祉センター）�

□自赤ちゃん広場�
（10：30～　高齢者福祉センター）�

◯詳子宮がんひろい検診�
（植月、吉野、古吉野）�

サンサン学園第4回講座�
（集合8：20　公民館）�

高脂血症予防教室�
（9：00～　総合保健福祉センター）�

�

�

世界平和記念日�

�

交通安全の日�

�

金（FRI）�

�

�

◯詳麻しん（受付13：30～14：00�
長尾医院）�

◯詳育児相談（13：30～15：30�
総合保健福祉センター）�

� �

�

�

�

�

� �

土（SAT）�

第35回勝央町文化祭�
（9：00～　勝央文化ホール、公民館）�

【Ｐ18、10月号Ｐ20参照】�

□自おはなしたいむ�
（11：00～11：30　勝央図書館）�

【Ｐ10参照】�

�

◯詳朗読会②�
（15：00～16：00　勝央美術文学館）�

�◯詳子宮がんひろい検診�
（高取、勝間田）�

�

7

14

21

28

1

8
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22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

�

4

11

18

25

�

5

12

19

26

�

6

13

20

27

�

�

�

�

�

日（SUN）�

2004年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

当�
当�
番�
医�
医�

　　太平台医院（9：00～17：00）�
　　（38－5775）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小坂田医院（9：00～17：00）�
　　（38－2043）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小林医院（9：00～17：00）�
　　（38－2008）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月�
月に納めていただくもの�11

※11月に納めていただく税などは　�
　　　　　11月30日が納期限です�

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

�

�
�
�

町内一斉環境美化の日�
粗大ゴミ収集�

【Ｐ17、折り込みチラシ参照】�

12/5

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

しょうおううおう�しょうおう�

健康づくりフェスティバル�
（9：00開会　総合保健福祉センター）【10月号折り込みチラシ参照】�
勝央町戦没者追悼式�

（10：30開会　勝央文化ホール）�
第31回中国なぎなた選手権大会�
第32回岡山県なぎなた選手権大会�

（9：30～　勝央中学校体育館）�

�◯詳マタニティスクール［両親学級］�
（19：00～21：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

日�

�

7

14

21

28

月�

1

8

15

22

29

火�

2

9

16

23

30

水�

3

10

17

24

�

木�

4

11

18

25

�

金�

5

12

19

26

�

土�

6

13

20

27

�

今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

国民健康保険税………６期分� 上 下 水 道 料…１０・１１月分�

　　　　　　　　　…６期分�介護保険料（普通徴収）�

�

�

12/1 �

�

12/2 �

�

12/3 人権週間�

�

12/4

�



　　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
右
記
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人
は
、�

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
�
３８
―
７
１
０
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

38
局�

行�事�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

マタニティスクール［両親学級］�
�実施日�
�内　容�
�持参物�
�

風しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

麻しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

3歳児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�
�

三種混合�
�実施日�
�対象児�
�

子宮がんひろい検診�
�実施日�
　時　間�
　場　所�
�
�
�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

ポリオ�
�実施日�
�対象児�

�
5日�
お父さんのための妊夫養成講座�
母子手帳、参加費100円�
�

�
9日、16日、24日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
10日、16日、19日、22日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
18日�
平成13年5・6・7月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、目と耳のアンケート、
尿�

�
24日�
3カ月～7歳6カ月�
�

�
25日　10：30～10：50　吉野コミュニティセンター�
　　11：20～11：40　古吉野コミュニティセンター�
　　13：00～13：30　植月コミュニティセンター�

26日　10：30～10：50　高取多目的研修集会所�
　　11：30～12：30　総合保健福祉センター�
　　13：30～14：30　総合保健福祉センター�

�
29日�
平成15年11・12月・平成16年1月生まれ�
身体測定、1歳の子どもの生活や食事の話など�

�
30日�
3カ月～7歳6カ月�

朗読会②�
　読書の秋となりました。勝央美術文学館では10月から1月にかけて3回に分けて文学
作品の朗読会を開催します。朗読を通じて名作文学に親しんでみませんか？�
�会　場�
�朗　読�
�定　員�
�申込・問い合わせ先�
�
●第2回　�日　時　11月20日��
　　 　　�朗読作品　宮沢賢治「よだかの里」「どんぐりと山猫」�
　 　　　�対　象　一般（小学生以上）�
　 　　　�申込締切　11月17日��
●第3回　�日　時　平成17年1月15日��
　　 　　�朗読作品　「まじょのたまご」他1作品（児童文学）�
　 　　　�対　象　小学生以上（一般・親子でも参加できます）�
　 　　　�申込締切　平成17年1月12日��

�
�
�
勝央美術文学館　特別展示室�
劇団プロリバ�
各20人　※空席がある場合は、当日参加が可能です。�
�
勝央美術文学館（�38－0270）�

月�

１１月の�ミ�ニ�情�報�
立冬（りっとう）…24節気の1つで毎年11月7日頃。暦の上で冬のはじまり。朝夕�
　　 　　　　　 などは冷え込む日がある。（11／7）�

小雪（しょうせつ）…24節気の1つで毎年11月23日頃。冬の気配が進み、初雪が降�
　　 　　　　　　 りはじめる頃。（11／22）�

文化の日【国民の祝日】…自由と平和を愛し文化をすすめる日。（11／3）�
勤労感謝の日【国民の祝日】…勤労を尊び、生産を祝い、国民が互いに感謝�
　　　　　　 　　　　　　 し合う日。（11／23）�




